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2014年度　主要活動予定

１月

労福協新春名刺交換会（６日）
第１回地協代表者会議（18日）
北陸ブロック女性会議（19～20日）（女性委員会）
第３回執行委員会（22日）

２月
労働相談ダイヤル担当者研修会（１日）
第53回地方委員会（７日）
第４回執行委員会（19日）

３月

第２回地協代表者会議（１日）
にいがたユニオン第20回定期大会（１日）
春季生活闘争新潟県中央総決起集会（５日）
連合国際女性デー第20回にいがた集会
� （15日）（女性委員会）
第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（19日）

４月
2014春季生活闘争・中小総決起集会（５日）
第６回執行委員会（16日）
第85回新潟県中央メーデー（26日）

５月
第７回執行委員会（21日）
青年委員会・女性委員会合同学習会
第３回地協代表者会議（24日）

６月

第24回女性集会　（７日）（女性委員会）
第８回執行委員会（24日）
女と男フェステバル2013（21日）（女性委員会）
平和行動 in 沖縄（23～25日）

７月
第54回地方委員会（１日）
第９回執行委員会（16日）
第４回地協代表者会議（26日）

８月
平和行動 in 広島（４～６日）
平和行動 in 長崎（７～９日）
第10回執行委員会（22日）

９月

第17回構成組織・第21回地協女性代表者会議
� （女性委員会）
平和行動 in 根室（13～15日）
第23回新潟県勤労者駅伝大会
第11回執行委員会（26日）

10月

第５回地協代表者会議（４日）
他県連合会女性委員会との交流（女性委員会）
第12回執行委員会（８日）
女性労働問題懇談会（女性委員会）
連合北陸ブロック青年組織代表者・担当者会議

11月
第24回年次大会（５日）
第26回女性委員会総会
第26回青年委員会総会

土曜労働相談会（毎月第２土曜日開催）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
、
昨
年
一
一
月
の
定
期
大
会
で
、
運
動
の

柱
に
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
、「
参

加
」
と
「
拡
大
」
を
据
え
ま
し
た
。「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
は
、
多
く
の
人
々
の
参
加
と
協

力
な
し
に
は
な
し
得
ま
せ
ん
。
運
動
へ
の
「
参
加
」
と
組

織
の
「
拡
大
」
は
、
組
織
活
動
の
基
本
で
あ
り
、
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
少
し
ず
つ
疎
か
に
な
っ
て
は
い
な
い

の
か
、
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
「
連
合
評
価
委
員
会
報
告
」（＊
１
）
で
の
指
摘
を
も
ふ
ま
え
、

労
働
運
動
を
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
も
「
組
織
拡
大
」
を
連
合
新
潟
の
最
大
の
課
題
と

位
置
付
け
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
の
三
分
の
二
に
ま
で
減
少
し

た
連
合
新
潟
の
組
合
員
数
は
、
運
動
の
柱
に
据
え
た
組
織

拡
大
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
昨
年
を
底
に
反
転
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
連
合
結
成
三
〇
周
年
と
な
る
二
〇
二
〇
年

ま
で
に
実
現
す
る
「
一
〇
〇
〇
万
連
合
」
の
取
り
組
み
を

構
成
組
織
、
地
域
協
議
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
進
め
て
き
た
う
れ
し
い
結
果
で
す
。

　

連
合
新
潟
と
労
働
金
庫
、
総
合
生
協
な
ど
で
つ
く
る
新

潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
組
織
の
整
備
が
整

い
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」、
寄
添
い
型
・
伴
走
型
の
生
活
困
窮
者
支
援
事

業
で
あ
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
は
じ

め
、
事
業
の
拡
大
が
進
む
に
つ
れ
、
私
た
ち
連
合
が
進
め

て
き
た
「
地
域
に
顔
の
見
え
る
運
動
」
が
一
歩
・
二
歩
と

前
進
し
た
と
い
え
ま
す
。
労
福
協
運
動
を
通
じ
、
労
働
運

動
に
お
け
る
「
社
会
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
の
道
を
切
り
拓
く
取
り
組
み
で
す
。

　

二
〇
一
四
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
い
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

＊
１�　

中
坊
公
平
弁
護
士
を
座
長
と
す
る
外
部
委
員
が
、
①
連
合
の
運

動
全
般
に
対
す
る
評
価
・
提
言
、
②
連
合
の
運
動
方
針
等
に
対
す

る
提
言
、
③
労
働
組
合
の
社
会
的
評
価
等
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
、

を
一
年
半
に
わ
た
る
勢
力
的
な
活
動
の
後
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に

連
合
へ
の
提
言
と
し
て
ま
と
め
た
報
告

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

　
　
　
安
心
社
会
」
の
道
を

切
り
拓
こ
う

連
合
新
潟
会
長

齋

藤

敏

明

第53回地方委員会
と　き　２月７日（金）　13：30～16:30
ところ　新潟市・ガレッソホール

労働相談ダイヤル担当者学習会
と　き　２月１日（土）　10：30～15：30
ところ　新潟市・勤労福祉会館２階

小
千
谷
地
域
に
お
け
る

病
院
統
合
再
編
に
関
わ
る
要
請
実
施

　

連
合
新
潟
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協
・
新
潟
県
厚
生
連

労
組
・
小
千
谷
総
合
病
院
従
業
員
組
合
で
構
成
す
る
、

小
千
谷
地
域
病
院
労
働
組
合
協
議
会
は
一
二
月
一
九

日
、
小
千
谷
市
と
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院
に
対

し
、
小
千
谷
総
合
病
院
と
厚
生
連
魚
沼
病
院
の
統
合

再
編
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
の
新
病

院
開
院
に
向
け
て
、
地
域
医
療

の
安
定
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
も
と
よ
り
、
労
働
条
件

整
備
と
雇
用
の
安
定
と
確
保
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
に
対
し
て
も
一
二
月

二
四
日
に
要
請
し
ま
し
た
。

撮影：天野敬久 氏（連合静岡 元事務局長）
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潟
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土曜相談会 ２月は８日に開催

　

二
〇
一
四
春
季
生
活
闘
争
は
、

従
来
か
ら
の
主
張
で
あ
る
「
デ

フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
経
済
の
好

循
環
を
つ
く
り
出
す
」
こ
と
を

実
現
す
る
た
め
、「
底
上
げ
・

底
支
え
」「
格
差
是
正
」
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ

け
、
正
規
・
非
正
規
、
組
織
・

未
組
織
に
か
か
わ
り
な
く
、
す

べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
公
正
で
安

心
・
安
定
的
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

連
合
本
部
は
、
春
季
生
活
闘

争
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

景
気
回
復
と
物
価
上
昇
の
局
面

に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
経
済

成
長
と
所
得
向
上
を
同
時
に
推

し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

す
べ
て
の
構
成
組
織
は
、
月
例

賃
金
に
こ
だ
わ
る
闘
い
を
進
め
、

定
昇
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当

分
を
確
保
し
、
過
年
度
物
価
上

昇
分
は
も
と
よ
り
、
生
産
性
向

春
季
生
活
闘
争

       

ス
タ
ー
ト
！

2014

上
分
な
ど
を
、
賃
上
げ
と
し
て

求
め
る
こ
と
や
格
差
是
正
・
配

分
の
ゆ
が
み
の
是
正
要
求
を
掲

げ
て
、
取
り
組
む
と
の
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
一
二
月
一
〇

日
に
労
働
条
件
委
員
会
、
一
八

日
に
は
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

二
〇
一
四
春
季
生
活
闘
争
の
基

本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　
「
二
〇
一
四
春
季
生
活
闘
争
」

と
「
二
〇
一
四
政
策
・
制
度
実

現
の
取
り
組
み
」
を
運
動
の
両

輪
と
し
て
議
論
に
付
す
こ
と
と

し
、
二
月
七
日
の
第
五
三
回
地

方
委
員
会
で
決
定
し
、
各
構
成

組
織
・
単
組
で
の
論
議
を
踏
ま

え
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

働
く
者
の
労
働
条
件
向
上
を

め
ざ
し
、
職
場
と
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
労

働
組
合
が
結
集
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
よ
う
。

＜年末一時金　回答・妥結集計結果＞
　年間（夏冬）妥結の年末分と年末（今季）回答妥結組合で昨年との比
較が可能な組合の集計結果
（額集計：123組合（20,980人）　月数集計：125組合（24,301人）
◎組合員１人平均（加重平均）	 額：474,003円	 月数：2.01ヶ月
	 昨年　額：467,195円	 月数：1.98ヶ月

（昨年との差　額：＋6,808円、月数：＋0.03ヶ月）
◎組　合　平　均（単純平均）	 額：365,796円	 月数：1.80ヶ月
	 昨年　額：355,229円	 月数：1.77ヶ月

（昨年との差　額：＋10,567円、月数：＋0.03ヶ月）

2013年末一時金  連合新潟第2回集計結果（12月19日現在）

☆調査対象組合403組合（72,327人）中、270組合（60,006人）が回答妥結した（年間
妥結の年末分含む）。また、今季要求提出を行ったのは108組合（16,713人）で、今
季回答妥結報告があったのは、98組合（15,858人）となっている。（今季妥結報告は、
年間要求の今季回答妥結を含む）

＜年末一時金要求集計結果（今季交渉分のみ）＞
【額集計】

組合数 人数 2013年 2012年同時期
組合員1人平均
（加重平均） 80 11,607

459,752 437,446

組合平均
（単純平均） 355,378 340,705

【月数集計】
組合数 人数 2013年 2012年同時期

組合員1人平均
（加重平均） 66 11,711

2.04 1.97

組合平均
（単純平均） 1.78 1.73

民
主
党
と

定
期
協
議

　

民
主
党
県
連
と
連
合
新
潟
の

定
期
協
議
（
第
一
八
回
）
が
、

一
二
月
一
四
日
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
田
代
表
よ
り
、「
国
会
運

営
は
、
安
倍
自
公
政
権
に
よ
る

暴
挙
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

民
主
党
は
暴
走
す
る
巨
大
与
党

へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
今
後
も

強
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
県
内
六
つ
の
総
支

部
長
も
内
定
し
、
統
一
地
方
選

に
向
け
て
体
制
準
備
は
で
き

た
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

齋
藤
会
長
か
ら
は
、「
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の

実
現
」
に
向
け
て
の
協
力
要
請

と
、
統
一
地
方
選
に
つ
い
て
は
、

自
民
党
多
数
の
県
政
の
場
を
変

え
る
に
は
、「
空
白
区
は
つ
く

ら
な
い
」、「
不
戦
敗
は
し
な
い

取
り
組
み
を
す
る
」
な
ど
、
諸

課
題
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
報
告
事
項
と
当
面

の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
民
主

党
政
治
ス
ク
ー
ル
は
、
連
合
顧

問
弁
護
士
、
五
百
蔵
洋
一
氏
が

講
師
と
し
て
「
違
反
の
な
い
選

挙
を
ど
う
闘
う
か
」
と
題
し
講

演
が
あ
り
、
連
合
新
潟
か
ら
二

二
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
Ｌ
Ｓ
Ｃ
）
と
連
合
新
潟
が

連
携
し
て
組
合
結
成
と
な
っ

た
事
例
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
開
所
さ
れ

た
ば
か
り
の
柏
崎
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の

チ
ラ
シ
を
見
た
、
市
内
に
あ

る
製
造
業
（
従
業
員
一
一
三

人
）
に
勤
務
す
る
人
が
、
長

時
間
労
働
・
残
業
代
不
払
い

の
相
談
を
寄
せ
た
こ
と
か
ら

で
し
た
。

　

Ｌ
Ｓ
Ｃ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
話
を
う
か
が
う
と
、
労

働
組
合
に
つ
い
て
話
が
聞
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

同
じ
職
場
の
仲
間
に
も
声
を

か
け
て
も
ら
い
改
め
て
話
を

す
る
機
会
を
作
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

後
日
開
催
し
た
労
働
組
合

の
説
明
会
に
は
、
こ
ち
ら
の

予
想
を
上
回
る
一
四
人
が
参

加
し
、
組
合
結
成
を
前
向
き

に
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

不
当
労
働
行
為
対
策
と
し
て

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
に
加
盟

し
、
該
当
す
る
構
成
組
織
と

連
携
し
て
動
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

組
合
結
成
に
向
け
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
課
題
整
理
・

加
入
者
拡
大
の
取
り
組
み
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
合

い
を
水
面
下
で
進
め
ま
し
た
。

　

六
九
人
の
従
業
員
か
ら
賛

同
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
結

成
大
会
を
開
き
、役
員
体
制
・

組
合
規
約
・
当
面
の
会
社
へ

の
要
求
事
項
を
承
認
さ
れ
た

後
、
組
合
結
成
通
知
書
と
組

合
要
求
書
を
会
社
側
に
提
出

し
、
よ
う
や
く
会
社
と
対
等

に
話
せ
る
環
境
を
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

社
長
が
出
張
で
不
在
に
な

る
こ
と
が
多
く
時
間
を
要
し

ま
し
た
が
、
団
体
交
渉
で
不

払
い
の
残
業
代
は
分
割
で
す

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に

　

今
回
、
組
合
結
成
に
至
っ

た
の
は
、
大
き
く
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

①
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
開
所
し
、
従
来
か
ら

の
連
合
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０

−

１
５
４

−

０

５
２
）
に
加
え
、
相
談
窓
口

が
増
え
た
こ
と
で
地
域
の
人

た
ち
の
声
が
よ
り
届
き
や
す

く
な
っ
た
こ
と
。

②
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
・
地
協
・
連
合

新
潟
・
構
成
組
織
が
早
い
段

階
か
ら
連
絡
を
取
り
合
い
、

協
力
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
。

③
、
相
談
者
ひ
と
り
だ
け
で

な
く
、
複
数
の
仲
間
が
職
場

を
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
協
力
し
た
こ
と
。

　

様
々
な
労
働
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
が
、周
囲
の
理
解
・

協
力
が
得
ら
れ
ず
、
ひ
と
り

で
行
動
し
た
結
果
、
あ
き
ら

め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
実
情

で
す
。

　

権
利
を
当
た
り
前
に
要
求

で
き
な
い
環
境
は
労
働
者
に

と
っ
て
は
不
幸
で
す
。

　

職
場
に
集
団
的
労
使
関
係

が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

連
合
新
潟
事
務
局
の

昼
食
時
に
は
、
か
な
り

の
高
確
率
で
ラ
ー
メ
ン

の
話
題
が
出
る
。
好
み

の
ラ
ー
メ
ン
の
話
、
あ

る
い
は
ラ
イ
ス
を
付
け

る
か
、
ギ
ョ
ー
ザ
を
食

べ
る
か
な
ど
、
い
か
に

も
体
に
負
担
を
か
け
そ
う
な
話
題
で

は
あ
る
が
…
。

　

年
末
年
始
に
は
（
暴
）
飲
（
暴
）

食
の
機
会
が
増
え
、
比
例
す
る
よ
う

に
体
重
が
増
え
る
。
運
動
不
足
解
消
・

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
も
動
か
な

き
ゃ
。
雪
化
粧
し
た
山
々
を
眺
め
て

は
、
ス
キ
ー
に
行
き
た
い
気
持
ち
に

駆
ら
れ
る
。「
私
を
ス
キ
ー
に
連
れ
て

っ
て
！
」
と
わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
。

そ
う
い
え
ば
も
っ
と
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
、
ス
キ
ー
は
と
も
か
く
リ
フ
ト
に

乗
り
た
が
っ
て
た
な
ぁ
。
よ
し
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
行
っ
て
み
よ
う
！
ス
キ

ー
場
で
食
べ
る
カ
レ
ー
っ
て
な
ぜ
か

う
ま
い
し
。
帰
り
は
ど
こ
の
ラ
ー
メ

ン
屋
に
寄
ろ
う
か
な
…
。�

（
Ｏ
）

私のまちの

ほっとスポット

「家族で行けるスポットはないかなぁ…」
　「気軽にドライブで立ち寄れるところはないかなぁ…」など、休日を有意義
に過ごすために、連合新潟からおススメ情報を発信します!

　新潟市西蒲区の観光情報の発信源として、2010年4月にオープンした「いわ
むろや」を紹介します。
　施設内には地場産の野菜や果物の直売所があります。地元の農家が毎朝納入
していて、取材当日もたくさんの農産物が並んでいました。この他、木工品や
手芸品など地元の方の作品や、岩室銘菓などが販売されています。
　一番のおススメスポットは「足湯」。名湯岩室温泉のお湯をそのまま引いて
いて、地元の方の交流の場となったり、家族の団らんの場になったりしていま
す。春には足湯に入りながら見える芝桜が見事! 武蔵野美術大の学生の作品も
あり、探すのが楽しくなります。
　週末には様々なイベントも開催されて
おり、西蒲区を元気にするスポットの一
つになっています。3月いっぱいまでは、
新潟駅からの直通バスが運行されていま
す。ぜひ一度お立ち寄りを!�

（連合新潟副事務局長　岡島祐次）

●いわむろや
〒953-0104　新潟市西蒲区岩室温泉96-1
　　　　　　　TEL.0256-82-1066
http://www.iwamuroya.com
営業時間…9時から19時まで（足湯は18時半まで）
　　　　　第1・第3水曜日は休館日


